
(57)【要約】

【課題】各種電子機器に用いられるタッチパネルに関し

、反りを防ぎ、視認性が良好で操作の確実なものを提供

することを目的とする。

【解決手段】上基板１上面に積重された偏光板６上面に

、上基板１と加熱収縮率が同等または近似した補正板７

を設けることによって、加熱収縮率の大きな偏光板６の

上下を、加熱収縮率の小さな補正板７と上基板１で挟ん

で、高温高湿の状態で使用された場合の反りを防ぎ、視

認性が良好で操作の確実なタッチパネルを得ることがで

きる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
下 面 に 上 導 電 層 が 形 成 さ れ た 光 透 過 性 の 上 基 板 と 、 上 面 に 上 記 上 導 電 層 と 所 定 の 空 隙 を 空
け て 対 向 す る 下 導 電 層 が 形 成 さ れ た 光 透 過 性 の 下 基 板 と 、 上 記 上 基 板 上 面 に 積 重 さ れ た 偏
光 板 か ら な り 、 上 記 偏 光 板 上 面 に 、 加 熱 収 縮 率 が 上 記 上 基 板 と 同 等 ま た は 近 似 し た 補 正 板
を 設 け た タ ッ チ パ ネ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
上 基 板 を 位 相 差 板 と し た 請 求 項 １ 記 載 の タ ッ チ パ ネ ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 各 種 電 子 機 器 の 操 作 に 用 い ら れ る タ ッ チ パ ネ ル に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 携 帯 電 話 や カ ー ナ ビ 等 の 各 種 電 子 機 器 の 高 機 能 化 や 多 様 化 が 進 む に 伴 い 、 液 晶 等
の 表 示 素 子 の 前 面 に 光 透 過 性 の タ ッ チ パ ネ ル を 装 着 し て 、 こ の タ ッ チ パ ネ ル を 通 し て 背 面
の 表 示 素 子 の 表 示 を 視 認 し な が ら 、 指 や ペ ン 等 で タ ッ チ パ ネ ル を 押 圧 操 作 す る こ と に よ っ
て 、 機 器 の 各 機 能 の 切 換 え を 行 う も の が 増 え て お り 、 視 認 性 に 優 れ 操 作 の 確 実 な も の が 求
め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 従 来 の タ ッ チ パ ネ ル に つ い て 、 図 ３ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 な お 、 構 成 を 判 り 易 く す る た め に 、 図 面 は 厚 さ 方 向 の 寸 法 を 拡 大 し て 表 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 ３ は 従 来 の タ ッ チ パ ネ ル の 断 面 図 で あ り 、 同 図 に お い て 、 １ は フ ィ ル ム 状 で 光 透 過 性
の ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 等 の 上 基 板 、 ２ は 同 じ く 光 透 過 性 の 下 基 板 で 、 上 基 板 １ の 下 面 に は 酸
化 イ ン ジ ウ ム 錫 等 の 光 透 過 性 の 上 導 電 層 ３ が 、 下 基 板 ２ の 上 面 に は 同 じ く 下 導 電 層 ４ が 各
々 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ し て 、 下 導 電 層 ４ 上 面 に は 絶 縁 樹 脂 に よ っ て 、 複 数 の ド ッ ト ス ペ ー サ （ 図 示 せ ず ） が
所 定 間 隔 で 形 成 さ れ る と 共 に 、 上 導 電 層 ３ の 両 端 に は 一 対 の 上 電 極 （ 図 示 せ ず ） が 、 下 導
電 層 ４ の 両 端 に は 、 上 電 極 と は 直 交 方 向 の 一 対 の 下 電 極 （ 図 示 せ ず ） が 各 々 形 成 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 ５ は 額 縁 状 の ス ペ ー サ で 、 こ の ス ペ ー サ ５ の 上 下 面 に 塗 布 形 成 さ れ た 接 着 層 （ 図
示 せ ず ） に よ っ て 、 上 基 板 １ と 下 基 板 ２ の 外 周 が 貼 り 合 わ さ れ 、 上 導 電 層 ３ と 下 導 電 層 ４
が 所 定 の 間 隙 を 空 け て 対 向 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 さ ら に 、 ６ は ヨ ウ 素 や 染 料 を 配 向 さ せ た ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル の 上 下 面 に ト リ ア セ チ ル
セ ル ロ ー ス 等 が 積 層 さ れ た 偏 光 板 で 、 こ の 偏 光 板 ６ が 上 基 板 １ 上 面 に 積 重 さ れ 貼 付 さ れ て
、 タ ッ チ パ ネ ル が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ し て 、 こ の よ う に 構 成 さ れ た タ ッ チ パ ネ ル は 、 液 晶 表 示 素 子 等 の 前 面 に 配 置 さ れ て 電
子 機 器 に 装 着 さ れ る と 共 に 、 一 対 の 上 電 極 と 下 電 極 が 機 器 の 電 子 回 路 （ 図 示 せ ず ） に 接 続
さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 上 の 構 成 に お い て 、 タ ッ チ パ ネ ル 背 面 の 液 晶 表 示 素 子 の 表 示 を 視 認 し な が ら 、 偏 光 板
６ 上 面 を 指 或 い は ペ ン 等 で 押 圧 操 作 す る と 、 偏 光 板 ６ と 共 に 上 基 板 １ が 撓 み 、 押 圧 さ れ た
箇 所 の 上 導 電 層 ３ が 下 導 電 層 ４ に 接 触 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
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　 そ し て 、 電 子 回 路 か ら 上 電 極 と 下 電 極 へ 順 次 電 圧 が 印 加 さ れ 、 こ れ ら の 電 極 間 の 電 圧 比
に よ っ て 、 押 圧 さ れ た 箇 所 を 電 子 回 路 が 検 出 し 、 機 器 の 様 々 な 機 能 の 切 換 え が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 こ の 時 、 上 方 か ら の 太 陽 光 や 灯 火 等 の 外 部 光 は 、 偏 光 板 ６ を 透 過 す る 際 、 Ｘ 方 向
及 び こ れ と 直 交 す る Ｙ 方 向 の 光 波 が 、 偏 光 板 ６ に よ り い ず れ か の 方 向 の み の 直 線 偏 光 と な
っ て 、 偏 光 板 ６ か ら 上 基 板 １ に 入 射 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ し て 、 こ の 光 が 上 基 板 １ を 透 過 し 下 導 電 層 ４ で 上 方 へ 反 射 す る が 、 こ の 反 射 光 は 上 記
の よ う に 偏 光 板 ６ に よ っ て 略 半 減 さ れ て い る た め 、 偏 光 板 ６ 上 面 か ら 出 射 さ れ る 反 射 が 少
な く な り 、 背 面 の 液 晶 表 示 素 子 等 が 見 易 い よ う に 構 成 さ れ て い る も の で あ っ た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 な お 、 こ の 出 願 の 発 明 に 関 連 す る 先 行 技 術 文 献 情 報 と し て は 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ が 知
ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ９ ７ ３ １ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 の タ ッ チ パ ネ ル に お い て は 、 上 基 板 １ 上 面 に 偏 光 板 ６ を 積 重 貼
付 す る こ と に よ っ て 、 外 部 光 の 反 射 を 防 ぎ 視 認 性 が 良 好 な よ う に 形 成 さ れ て は い る が 、 ８
５ ℃ ２ ４ 時 間 放 置 後 の 加 熱 収 縮 率 が ０ ． ０ １ ％ 程 度 で あ る ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 等 の 上 基 板 １
に 、 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル に ト リ ア セ チ ル セ ル ロ ー ス 等 を 積 層 し た 加 熱 収 縮 率 が ０ ． ５ ％
前 後 の 偏 光 板 ６ を 積 重 貼 付 し て い る た め 、 周 囲 の 環 境 が 高 温 高 湿 の 状 態 で 使 用 さ れ た 場 合
、 こ の 加 熱 収 縮 率 の 差 に よ っ て 、 タ ッ チ パ ネ ル の 上 基 板 １ 中 間 部 の 下 方 へ の 反 り が 生 じ 、
上 導 電 層 ３ と 下 導 電 層 ４ の 接 触 が 不 安 定 な も の に な り 易 い と い う 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 の 課 題 を 解 決 す る も の で あ り 、 高 温 高 湿 で 使 用 時 の 反 り を 防
ぎ 、 視 認 性 が 良 好 で 操 作 の 確 実 な タ ッ チ パ ネ ル を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 は 、 以 下 の 構 成 を 有 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 上 基 板 上 面 に 積 重 さ れ た 偏 光 板 上 面 に 、 加 熱 収 縮 率
が 上 基 板 と 同 等 ま た は 近 似 し た 補 正 板 を 設 け て タ ッ チ パ ネ ル を 構 成 し た も の で あ り 、 加 熱
収 縮 率 の 大 き な 偏 光 板 の 上 下 を 、 加 熱 収 縮 率 の 小 さ な 補 正 板 と 上 基 板 で 挟 む こ と に よ っ て
、 高 温 高 湿 の 状 態 で 使 用 さ れ た 場 合 の 反 り を 防 ぎ 、 視 認 性 が 良 好 で 、 操 作 の 確 実 な タ ッ チ
パ ネ ル を 得 る こ と が で き る と い う 作 用 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に お い て 、 上 基 板 を 位 相 差 板 と し た も の
で あ り 、 下 導 電 層 で 上 方 へ 反 射 し た 反 射 光 が 、 位 相 差 板 に よ っ て 偏 光 板 を 透 過 す る 方 向 と
は 異 な る 方 向 の 光 波 と な る た め 、 偏 光 板 上 面 か ら の 反 射 が な く な り 、 よ り 視 認 性 を 良 好 な
も の と す る こ と が で き る と い う 作 用 を 有 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 上 の よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 視 認 性 が 良 好 で 操 作 の 確 実 な タ ッ チ パ ネ ル を 実 現 す る こ
と が で き る と い う 有 利 な 効 果 が 得 ら れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 １ 及 び 図 ２ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 構 成 を 判 り 易 く す る た め に 、 図 面 は 厚 さ 方 向 の 寸 法 を 拡 大 し て 表 し て い る 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 背 景 技 術 の 項 で 説 明 し た 構 成 と 同 一 構 成 の 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し て 、 詳 細 な 説
明 を 簡 略 化 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ）
　 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に よ る タ ッ チ パ ネ ル の 断 面 図 で あ り 、 同 図 に お い て 、 １ は
ポ リ カ ー ボ ネ ー ト や ポ リ エ ー テ ル サ ル ホ ン 等 の フ ィ ル ム 状 で 光 透 過 性 の 上 基 板 、 ２ は ガ ラ
ス ま た は ア ク リ ル 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 等 の 光 透 過 性 の 下 基 板 で 、 上 基 板 １ の 下 面 に は 酸 化
イ ン ジ ウ ム 錫 や 酸 化 錫 等 の 光 透 過 性 の 上 導 電 層 ３ が 、 下 基 板 ２ の 上 面 に は 同 じ く 下 導 電 層
４ が 、 ス パ ッ タ 法 等 に よ っ て 各 々 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ し て 、 下 導 電 層 ４ の 上 面 に は エ ポ キ シ や シ リ コ ン 等 の 絶 縁 樹 脂 に よ っ て 複 数 の ド ッ ト
ス ペ ー サ （ 図 示 せ ず ） が 所 定 間 隔 で 形 成 さ れ る と 共 に 、 上 導 電 層 ３ の 両 端 に は 銀 や カ ー ボ
ン 等 の 一 対 の 上 電 極 （ 図 示 せ ず ） が 、 下 導 電 層 ４ 両 端 に は 、 上 電 極 と は 直 交 方 向 の 一 対 の
下 電 極 （ 図 示 せ ず ） が 各 々 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 ５ は 額 縁 状 で 不 織 布 や ポ リ エ ス テ ル フ ィ ル ム 等 の ス ペ ー サ で 、 こ の ス ペ ー サ ５ の
上 下 面 に 塗 布 形 成 さ れ た ア ク リ ル や ゴ ム 等 の 接 着 層 （ 図 示 せ ず ） に よ っ て 、 上 基 板 １ と 下
基 板 ２ の 外 周 が 貼 り 合 わ さ れ 、 上 導 電 層 ３ と 下 導 電 層 ４ が 所 定 の 間 隙 を 空 け て 対 向 し て い
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 さ ら に 、 ６ は ヨ ウ 素 や 染 料 を 吸 着 さ せ 延 伸 ・ 配 向 さ せ た ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル の 上 下 面
に 、 ト リ ア セ チ ル セ ル ロ ー ス 等 が 積 層 さ れ た 可 撓 性 の 偏 光 板 で 、 こ の 偏 光 板 ６ が 上 基 板 １
上 面 に 積 重 さ れ 、 ア ク リ ル 等 の 接 着 剤 （ 図 示 せ ず ） に よ っ て 貼 付 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 ７ は ポ リ カ ー ボ ネ ー ト や ポ リ エ ー テ ル サ ル ホ ン 等 の フ ィ ル ム 状 で 光 透 過 性 の 補 正
板 で 、 こ の 補 正 板 ７ が 偏 光 板 ６ 上 面 に 積 重 貼 付 さ れ る と 共 に 、 補 正 板 ７ 上 面 に は 、 光 硬 化
性 の ア ク リ ル 等 で 光 透 過 性 の ハ ー ド コ ー ト 層 ８ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル に ト リ ア セ チ ル セ ル ロ ー ス 等 が 積 層 さ れ 、 ８ ５ ℃ ２ ４ 時 間
放 置 後 の 加 熱 収 縮 率 が ０ ． ５ ％ 前 後 で あ る 偏 光 板 ６ に 対 し 、 こ の 上 下 面 に 積 重 貼 付 さ れ た
補 正 板 ７ と 上 基 板 １ は 、 い ず れ も 加 熱 収 縮 率 が ０ ． ０ １ ％ 程 度 の ポ リ カ ー ボ ネ ー ト や ０ ．
０ ２ ％ 程 度 の ポ リ エ ー テ ル サ ル ホ ン 等 で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 つ ま り 、 加 熱 収 縮 率 の 大 き な 偏 光 板 ６ の 上 下 を 、 加 熱 収 縮 率 が 同 等 ま た は 近 似 し た 、 偏
光 板 ６ に 比 べ 加 熱 収 縮 率 の 小 さ な 補 正 板 ７ と 上 基 板 １ で 挟 ん で 、 タ ッ チ パ ネ ル が 構 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 そ し て 、 こ の よ う に 構 成 さ れ た タ ッ チ パ ネ ル は 、 液 晶 表 示 素 子 等 の 前 面 に 配 置 さ れ て 電
子 機 器 に 装 着 さ れ る と 共 に 、 一 対 の 上 電 極 と 下 電 極 が 機 器 の 電 子 回 路 （ 図 示 せ ず ） に 接 続
さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 上 の 構 成 に お い て 、 タ ッ チ パ ネ ル 背 面 の 液 晶 表 示 素 子 等 の 表 示 を 視 認 し な が ら 、 ハ ー
ド コ ー ト 層 ８ 上 面 を 指 或 い は ペ ン 等 で 押 圧 操 作 す る と 、 補 正 板 ７ や 偏 光 板 ６ と 共 に 上 基 板
１ が 撓 み 、 押 圧 さ れ た 箇 所 の 上 導 電 層 ３ が 下 導 電 層 ４ に 接 触 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ し て 、 電 子 回 路 か ら 上 電 極 と 下 電 極 へ 順 次 電 圧 が 印 加 さ れ 、 こ れ ら の 電 極 間 の 電 圧 比
に よ っ て 、 押 圧 さ れ た 箇 所 を 電 子 回 路 が 検 出 し 、 機 器 の 様 々 な 機 能 の 切 換 え が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 こ の 時 、 上 方 か ら の 太 陽 光 や 灯 火 等 の 外 部 光 は 、 ハ ー ド コ ー ト 層 ８ と 補 正 板 ７ を
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通 っ た 後 、 偏 光 板 ６ を 透 過 す る 際 、 Ｘ 方 向 及 び こ れ と 直 交 す る Ｙ 方 向 の 光 波 の う ち 、 例 え
ば 、 偏 光 板 ６ が Ｙ 方 向 の 光 波 を 吸 収 す る も の で あ っ た 場 合 、 Ｘ 方 向 の 直 線 偏 光 と な っ て 偏
光 板 ６ か ら 上 基 板 １ に 入 射 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 そ し て 、 こ の 光 が 上 基 板 １ を 透 過 し 下 導 電 層 ４ で 上 方 へ 反 射 す る が 、 こ の 反 射 光 は 上 記
の よ う に 偏 光 板 ６ に よ っ て 略 半 減 さ れ て い る た め 、 偏 光 板 ６ や 補 正 板 ７ を 通 っ て ハ ー ド コ
ー ト 層 ８ 上 面 か ら 出 射 さ れ る 反 射 が 少 な く な り 、 背 面 の 液 晶 表 示 素 子 等 が 見 易 い よ う に 構
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 上 述 し た よ う に 、 加 熱 収 縮 率 の 大 き な 偏 光 板 ６ の 上 下 を 、 加 熱 収 縮 率 が 同 等 ま た
は 近 似 し た 、 偏 光 板 ６ に 比 べ 加 熱 収 縮 率 の 小 さ な 補 正 板 ７ と 上 基 板 １ で 挟 ん だ 構 成 と な っ
て い る た め 、 周 囲 が 高 温 高 湿 の 状 態 で 使 用 さ れ た 場 合 に も 、 加 熱 収 縮 率 の 大 き な 偏 光 板 ６
の 反 り を 補 正 板 ７ と 上 基 板 １ で 抑 え る こ と に よ っ て 、 全 体 の 反 り を 防 ぎ 、 確 実 な 操 作 が 可
能 な よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の よ う に 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 上 基 板 １ 上 面 に 積 重 さ れ た 偏 光 板 ６ 上 面 に 、 上 基 板
１ と 加 熱 収 縮 率 が 同 等 ま た は 近 似 し た 補 正 板 ７ を 設 け 、 加 熱 収 縮 率 の 大 き な 偏 光 板 ６ の 上
下 を 、 加 熱 収 縮 率 の 小 さ な 補 正 板 ７ と 上 基 板 １ で 挟 む こ と に よ っ て 、 高 温 高 湿 の 状 態 で 使
用 さ れ た 場 合 の 反 り を 防 ぎ 、 視 認 性 が 良 好 で 操 作 の 確 実 な タ ッ チ パ ネ ル を 得 る こ と が で き
る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 さ ら に 、 図 ２ の 断 面 図 に 示 す よ う に 、 上 基 板 １ を ポ リ カ ー ボ ネ ー ト や ポ リ エ ー テ ル サ ル
ホ ン 等 の フ ィ ル ム を 延 伸 し 、 複 屈 折 性 を 持 た せ た １ ／ ４ 波 長 で 可 撓 性 の 位 相 差 板 １ Ａ と す
る こ と に よ っ て 、 下 導 電 層 ４ で 上 方 へ 反 射 し た 反 射 光 が 、 位 相 差 板 １ Ａ に よ っ て 偏 光 板 ６
を 透 過 す る 方 向 と は 異 な る 方 向 の 光 波 と な る た め 、 ハ ー ド コ ー ト 層 ８ 上 面 か ら の 反 射 が な
く な っ て 、 よ り 視 認 性 を 良 好 な も の と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 つ ま り 、 偏 光 板 ６ 下 面 に 位 相 差 板 １ Ａ を 設 け る こ と に よ っ て 、 偏 光 板 ６ を 透 過 し て 、 例
え ば Ｘ 方 向 の 直 線 偏 光 と な っ た 上 方 か ら の 外 部 光 は 、 １ ／ ４ 波 長 の 位 相 差 板 １ Ａ を 通 過 す
る こ と で 、 直 線 偏 光 が 円 偏 光 と な っ て 下 導 電 層 ４ で 上 方 へ 反 射 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 そ し て 、 こ の 反 射 光 が 、 再 び １ ／ ４ 波 長 の 位 相 差 板 １ Ａ を 透 過 す る こ と に よ っ て 、 １ ／
２ 波 長 ず れ た Ｙ 方 向 の 直 線 偏 光 と な っ て 偏 光 板 ６ に 入 射 す る が 、 偏 光 板 ６ は Ｘ 方 向 の 光 波
だ け を 透 過 さ せ る た め 、 Ｙ 方 向 の 直 線 偏 光 で あ る 反 射 光 は 偏 光 板 ６ を 透 過 し な い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 即 ち 、 上 方 か ら タ ッ チ パ ネ ル に 入 射 し た 外 部 光 は 、 下 導 電 層 ４ で 上 方 へ 反 射 す る が 、 こ
の 反 射 光 は 位 相 差 板 １ Ａ に よ っ て Ｙ 方 向 の 直 線 偏 光 に 変 換 さ れ 、 Ｘ 方 向 の 光 波 を 透 過 さ せ
る 偏 光 板 ６ を 透 過 せ ず 、 ハ ー ド コ ー ト 層 ８ 上 面 か ら 出 射 し な い た め 、 反 射 が な く 、 背 面 の
液 晶 表 示 素 子 等 の 良 好 な 視 認 性 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 な お 、 偏 光 板 ６ の 上 下 を 挟 む 補 正 板 ７ と 上 基 板 １ に は 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト 等
の 光 学 異 方 性 の フ ィ ル ム を 用 い て も 、 高 温 高 湿 状 態 で の 偏 光 板 ６ の 反 り 防 止 は 可 能 で あ る
が 、 複 屈 折 の な い 光 学 等 方 性 の ポ リ カ ー ボ ネ ー ト や ポ リ エ ー テ ル サ ル ホ ン 等 を 用 い る こ と
に よ っ て 、 上 記 の よ う な １ ／ ４ 波 長 の 位 相 差 板 へ の 加 工 も 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 発 明 に よ る タ ッ チ パ ネ ル は 、 視 認 性 が 良 好 で 操 作 の 確 実 な も の を 提 供 す る こ と が で き
る と い う 有 利 な 効 果 を 有 し 、 各 種 電 子 機 器 の 操 作 用 と し て 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
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【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に よ る タ ッ チ パ ネ ル の 断 面 図
【 図 ２ 】 同 他 の 実 施 の 形 態 に よ る 断 面 図
【 図 ３ 】 従 来 の タ ッ チ パ ネ ル の 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 １ 　 上 基 板
　 １ Ａ 　 位 相 差 板
　 ２ 　 下 基 板
　 ３ 　 上 導 電 層
　 ４ 　 下 導 電 層
　 ５ 　 ス ペ ー サ
　 ６ 　 偏 光 板
　 ７ 　 補 正 板
　 ８ 　 ハ ー ド コ ー ト 層
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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